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III. 仏教学特殊講義：浄土教美術の形成と展開 

 

1. 浄土教美術の諸相 

 

 

特殊系の阿弥陀はどれも印象深かったです。中で

もあれが…（五劫思惟阿弥陀）。今日夢に出てき

そうです。「変相図」と「観想図」が出てきまし

たが、どのように違うのでしょうか。 

授業でも紹介したように、五劫思惟阿弥陀はとて

も強烈な印象を与える像で、前期の教養の授業で

も、一番驚いた作品だという感想がありました。

中国の宋代の浄土教に現れたもので、日本ではも

っとも古いものでも鎌倉初期ですが、何例かあり

ます。髪が長いだけではなく、全体にぽっちゃり

した童子の雰囲気になるのも特徴的です。やせた

顔にあの髪型はあまり似合わないのかもしれませ

ん。五劫もたっているのにあれぐらいしか髪が伸

びないというのは、やはり如来は普通ではないと

いう気もします。「変相図」と「観想図」の違い

ですが、変相図は経典（とくに大乗経典）の中の

特定の場面をあらわした造型作品で、絵画が多い

のですが、彫像や演劇的所作も含むことがありま

す。代表的なものが授業でも扱う阿弥陀経変です

が、それ以外にも法華経、維摩経、華厳経などが

あげられます。伝統的な仏教美術が釈迦の生涯の

特定の場面を描いた仏伝図や、その前世をあらわ

したジャータカ図であるのに対し、大乗仏教の時

代に人気を博した主題です。ただし、授業で取り

上げるガンダーラのもの以外にインドには作例は

なく、中央アジア、中国、そして日本で流行しま

した。これに対し、観想図は僧侶や俗人が瞑想を

している姿を描いたもので、瞑想の対象も同時に

描かれます。日本の当麻曼荼羅やその源流である

敦煌の浄土図は、変相図と観想図を合体させたも

のです。 

 

阿弥陀如来立像の見返り阿弥陀にはとても驚いた。

仏像はすべて前をきちんと見ているものだと考え

ていただけに意外だった。拝むために作られたの

ではなくて、物語（説話）の一部を表しているよ

うに見える。 

礼拝像であるか説話図であるかは仏教美術のよう

な宗教美術を考える場合、重要なポイントになり

ます。同じ釈迦を表しても、周囲に何を描くかと

か、釈迦自身をどのように描くかなどの要素でこ

れが変わってきます。時代の流れで、説話図が礼

拝像に変化することも、その逆も起こります。日

本の来迎図はこのような問題の格好の題材になり

ます。さらに来迎図の場合、迎講や臨終行儀のよ

うな儀礼や儀式とも関係を持ち、浄土教美術の特

質や、宗教と美術を考える上でいろいろな示唆を

与えてくれます。 

 

印を見て、小学生のころ、輪を作った手と、平ら

にした手を「お金をくれ」というような意味でと

らえていたことを思い出しました。今思うと相当

罰当たりですね。印にもいろいろあることをはじ

めて知りました。 

たしかに印にはいろいろ種類がありますが、仏像

に現れる代表的なものは限られていますので、少

しずつ慣れていくと思います。印の意味するとこ

ろはたしかに見ただけではよくわかりません。大

日如来の智拳印は忍者が術を見せるときの姿に似

ているとかも言われます。授業とは直接関係あり

ませんが、密教の時代には印は仏だけではなく、

僧侶も結びます。これは儀礼の中で行われますが、

それぞれ象徴的な意味や機能があり（たとえば何

かをお供えするとか）、こちらの方が種類が多い

でしょう。これを覚えるのがけっこう大変だそう

です。 

 

ヒンドゥー教と浄土教は何らかのつながりがある

のですか。アンコールワットの回りに池があり、

ハスの花があって、敦煌の阿弥陀浄土変と、アン
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コールを正面から見た景色がちょっとかぶりまし

た。 

ヒンドゥー教の中にバクティ（信愛）という信仰

形態があり、神への祈りや愛をもっとも重視し、

神の恩寵によってのみ救済されるという考え方を

基本とします。浄土教に見られる他力信仰、とく

に親鸞の教えとの共通性を指摘する研究者もいま

す（歴史的には直接、影響があったと考えるのは

無理ですが）。インド内部で浄土教がどのような

広がりを持っていたかはよくわかっていないよう

で、ヒンドゥー教との影響関係も不明です。アン

コールワットはたしかに周囲の大きな堀をめぐら

し、水がたたえられていますが、本来はヴィシュ

ヌの巨大な寺院で、浄土世界を表しているのでは

ないようです。 

 

伏見寺の仏像はぜひ一度金沢にいるあいだにみた

いと思った。五劫思惟阿弥陀如来像は不格好で美

しいとは言い難かったので、あれを神々しく感じ

拝んでいたなんて変な感じがした。阿弥陀は太陽

の沈む西方にいるから日と強いつながりがありそ

うと思っていたので、月輪を背負っているのが意

外だった。 

伏見寺は 11 月 28 日（日）に予定されている密教

図像学会の見学会で見学する予定です。前日にあ

る研究発表は学会のメンバーが中心ですが、見学

会は一般の参加も可能なので、授業でも紹介する

つもりです。伏見寺の他に、鶴来町の白山比め

（くちへんに羊）神社、白峰村の白山本地堂、加

賀市の那谷寺などを回る予定です。紅玻璃阿弥陀

が月輪の中に描かれるのは、密教の仏だからです。

この阿弥陀は密教の瞑想法の中に登場するもので、

月輪を背景に赤い阿弥陀を観想します。月輪は密

教の瞑想で重要な役割を果たし、月輪のみを瞑想

する月輪観や、そこに阿字（梵字のＡ）を瞑想す

る阿字観などがあります。 

 

私の実家も一応浄土真宗だが、私は「正信偈」と

いう経典を全然知らなかった。一般市民でもお経

を唱えることができる地域があるということに驚

いた。輪王寺にある阿弥陀如来五尊像は、孔雀に

乗っかっている姿がとてもユーモラスだと思った。

何を表現しているのだろう。 

正信偈は親鸞の著作なので経典ではないのですが、

浄土真宗の門徒にとっては聖典であり、最も重要

な読誦のテキストです。そのほかに和讃やお文

（これは蓮如作）も唱えます。地域によって異な

るのでしょうが、私の出身のあたりは年輩の人で

あれば、正信偈はたいてい覚えていますし、子ど

もにも覚えている子がいます。日本仏教全体から

見れば般若心経がもっとも重要な読誦経典なので

すが、浄土宗、浄土真宗は例外です。かつて日本

仏教の宗派をこえて共通の基本経典を定めようと

いう動きがあり、般若心経が候補になったのです

が、浄土系の宗派の反対で失敗に終わったという

話もあるそうです。輪王寺の孔雀にのった阿弥陀

は金剛界曼荼羅の西の阿弥陀に由来します。その

周囲にいる菩薩も、曼荼羅の中で阿弥陀の回りに

おかれている 4 人の菩薩たちです。仏教に限らず、

インドの神々で乗り物の孔雀が意味することにつ

いては、以前『インド密教の仏たち』で書いたこ

とがありますので、読んでみて下さい。 

 

二十五菩薩お練り供養はおもしろいと思います。

仏像（菩薩像）や画はお寺の奥の方に安置されて

いることが多いのに、屋外に出てしまってよいも

のか！？つまり、姿をあらわにするにはあまりに

もおそれ多いのではないか？と思うわけです。江

戸中期と言えば、大衆文化がうなぎ登りにさかん

になる時期ですが、民衆のパワー（請求）が菩薩

までも陽光の下に引きずり出したということでし

ょうか。お寺としても「仏」ではなく「菩薩」な

ら、ぎりぎり許容範囲なのでしょうか。 

お練り供養や迎講は当麻曼荼羅のところでくわし

く見るつもりです。たしかに、本来お堂の奥に

（つまりもっとも神聖な場所に）安置されている

べき仏や菩薩が人々の前に姿を現すというのは

「非日常」的なことですが、儀礼や祭りというの

はそのような非日常の時間や世界が出現する時と

も言えます。お面をかぶり衣装を身につけること

も、そのような世界を再現するのに必要な手続き

なのでしょう。即成院のお練りは江戸にはじまっ
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たとありましたが、当麻寺などの迎講はもっと古

い歴史をもっています。とくに江戸にこのような

儀礼が好まれたというわけではないようです。た

だし、この時代の民衆が仏教に求めていたのは、

たしかにこのような即物的なものだったかもしれ

ません。このころに江戸で流行したのが有名寺院

の仏像や絵画を運んできて、参拝客を集めるとい

う「出開帳」でした。もちろん、経済的効果があ

ったから行われたようで、成田山の不動などがよ

く知られています。ちなみに、最近、国立の博物

館や美術館で有名寺院の宝物展がよくありますが、

これも法人化などで館の台所が苦しくなったとい

う裏事情があるようです。「平成の出開帳」と自

嘲を込めて呼ぶ学芸員もいます。なお、練り供養

や迎講ではお練りをするのは菩薩たちですが、阿

弥陀如来も姿を現すことがあります。その場合、

阿弥陀如来像を運んでくることもあるのですが、

中をがらんどうにして、人がすっぽりとはいるこ

とのできる阿弥陀像を造り、実際に歩いたりする

こともあったようです（關信子氏の一連の研究が

あります）。テーマパークのかぶりものの元祖の

ようなものでしょう。 

 

 
2. 浄土教の成立と主要経典の内容 

 

 
浄土教は侮れないと思いました。キケン…。 

そうです。浄土教はなかなか手強いです。それだ

からこそ、授業で取り上げているのですが。 

 

練り供養はとても興味深いです。セットや見た目

が狂言などに出てきそうな感じに思われました。

一度見に行ってみたいです。いつ頃行われている

んですか。 

当麻寺は 5 月 14 日です。前に資料で紹介した即

成院は 10 月第三日曜でした。現在も練り供養が

行われているのは近畿地方や中国、四国地方にほ

ぼ限られていますが、比較的近いところでは、愛

知県海部郡美和町の蓮華寺（4 月第三日曜）、三重

県上野市の西蓮寺（4 月 12 日、ただし 5 年ごとで

今年あったようです）があります。練り供養と芸

能の関係は、歌舞伎の花道などをあげて他にも指

摘がありましたが、私自身はよくわかりません。

練り供養の回までに、できれば調べてみます。 

 

授業を聞いて、自分の知らないことというか、勉

強不足がわかりました。仏教のシステムがよくわ

かっていないので、後半の方はほとんどわかりま

せんでした。あと、宗派によって、どの部分が違

うのかってのが、イマイチ見えてこないです。 

わからないことは「わからない」と言ってくれる

方が、こちらもやりやすいです。仏教とは何かを

ここで簡単に説明するのはなかなかむずかしいの

で、入門書のような参考文献を読んでみて下さい。

そのとき気をつけてほしいのは、世の中に仏教関

係の本は無数にありますが、いいかげんなものや

あてにならないものがたくさんあります。中には

読まない方がましというのもあります。内容のた

しかそうなものを選んで下さい。必要なら、情報

を差し上げますが、出版社がしっかりしているも

の（宗教団体関係ではないとか、安易なビジネス

書を出しているところではないなど）を、とりあ

えず見ればいいと思います。岩波新書などの老舗

の新書が最初は手頃でしょう。 

 

法蔵菩薩が五劫思惟して、阿弥陀仏になって、さ

らに十劫たっているという、その時間の経過に思

いをはせると…というか、そんな時間に思いをは

せることができません。でも、もうわれわれは救

済されていると思うと、まぁいいかと思いました。 

ほんとうにそうですね。劫というは天文学的な時

間の単位で、百万年とか何億年といった長さなの

ですが、むしろわれわれの思慮を超越していると

思った方がいいのでしょう。浄土教の経典や典籍

に、法蔵菩薩がもう成仏して、極楽でわれわれを

待っていてくれるという記述を知った法然や親鸞
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などの浄土教の高僧たちは、さぞかし驚いたでし

ょう。たしかに「まぁいいか」という気になりま

す。 

 

阿弥陀もかつては菩薩だったことは何か意外でお

もしろく思いました。浄土教、真宗では念仏を唱

える必要性さえ薄くなっていると言われましたが、

お経を唱えることはどうなのですか。 

同じ浄土教といっても、法然の浄土宗と親鸞の浄

土真宗徒では、救済のあり方がずいぶん違います。

法然は「専修
せんじゅ

念仏」という立場をとり、念仏を重

視したのに対し、親鸞は「弥陀の本願への信心」

つまり、法蔵菩薩の四十八願に対して、絶対的な

信頼をもつことを他力の信仰と考えました。この

ような信仰心をもつ人は、阿弥陀の無差別的な愛

情によって救済されることが決まっているのです

（これを「弥陀の摂取不捨の御心により、

正 定 聚
しょうじょうじゅ

の位に住する」と言います）。そこでは

来迎や臨終行儀のようなことも不要になります。

お経を唱えることは仏教儀礼の基本的な要素であ

り、このような信仰のレベルとは別の問題になり

ます。浄土宗や浄土真宗の儀礼は、南都仏教や天

台の中に伝わるそれまでの伝統的な法会に、自分

たちの新たな要素（その中に念仏も含まれます）

を組み合わせて、作り出されているようです。宗

教というのは個人の内面的な信仰だけでは成り立

たず、儀礼のような形式的な行為が必ず必要とな

ります。 

 

現実世界から極楽浄土への道の描かれた絵を見て、

また来迎図などをたくさん見て、そういえば地獄

絵図が出たのは、いつだったろうと考えたが、思

い出せなかった。来迎図の構図の変化もそうだが、

どのような背景をもって生まれてくるのか興味深

かった。 

地獄を描いたものとしては、平安時代の「地獄草

紙」が古いのですが、それを除けば、源信の『往

生要集』が著されてから、そこに説かれる六道す

なわち、地獄、餓鬼、畜生、阿修羅、人、天の世

界を描いた「六道絵」や、これに閻魔王庁などを

描いた「十王図」からはじまります。この 2 つを

組み合わせたものもあります。いずれも 13 世紀

以降のものとなりますが、時代によって、表現方

法や地獄のとらえ方などに違いがあっておもしろ

いです。地獄を描くというのは芥川の『地獄変』

のように、そこに描かれた内容や描く絵師の方に

興味が向きますが、地獄図を飾って行う法会など

も平安時代以来あり、どのように用いられたかと

いう点でも興味深い対象です。二河白道図のとき

に六道絵なども取り上げるつもりです。 

 

斜め向きの来迎図で、左上から右下に向かって菩

薩たちが来るのは、絵巻の表現と重なりおもしろ

いです。絵巻は通常、画面右→左に流れていくの

ですが、それと逆行する左→右の流れや、真正面

を向いた図は、何かの異変、神変等の重大事を意

味するのだそうです。正面向きの来迎図にしても、

斜め向きの来迎図の説話性とも関連するのですね。 

絵巻の画面の法則としてたしかにそういうことは

あります。ただ、来迎図の斜め構図と、「法然上

人絵伝」のような来迎を描いた絵巻とは、前後関

係からすれば、来迎図の方が先のような気がしま

す。正面向きの絵が絵巻の中に現れるのも、「信

貴山縁起絵巻」の大仏殿の場面のように仏像を表

現するようなところでも用いられます。これらは

むしろ絵巻に取り込まれる個々の図像表現の伝統

が、そのまま現れているとも見ることができます。 

 

「二河白道図」において、この世とあの世をつな

ぐ橋は、なぜあれほど細いのだろうか？少しシビ

アな感じがしました。 

人生とはシビアなものですね（橋を渡るのは死ん

だ後なのですが）。それはともかく、二河白道図

は中国の善導の著作を典拠としますが、むしろそ

れまでの来迎図と異なり、三つの世界を登場人物

が移動するというプロセスが表されているのが重

要でしょう。橋がどんなに細くても、こちらの世

界では釈迦に励まされて出発し、極楽では阿弥陀

が待っていてくれます。二河白道図のヴァリエー

ションとして、この三つの要素である橋と釈迦と

阿弥陀だけを描いたものも、時宗で流行しました。

来迎図が受動的な往生だとすると、二河白道図は



2004年度 

382 

能動的な往生ととらえられます。ただし、それは

釈迦と阿弥陀によって保証されているのですが。 

 

阿弥陀浄土図は、近景が上から見た視点、中心の

仏などが正面から見た視点、天上の風景（？）が

下から見上げた視点で描かれているようですが、

一点透視図法に近いものを感じました。絵として

奥行きがありますし、一種の遠近法と考えてよい

のでしょうか。 

前期の仏教学特殊講義「仏教の空間論」でも取り

上げましたが、浄土図のような空間表現ももちろ

ん遠近法です。ただし、われわれのよく知ってい

るひとつの消失点をもつ線遠近法とは異なり、建

物や舞台の線を延ばしていくと、中心を通る垂直

線に並ぶ方法です。これもルネッサンス以前の遠

近法として、キリスト教絵画などにもよく見られ、

インドの絵画や日本の絵巻物などにも共通です。

図学では「魚の骨的構成」というそうです。遠近

法というのは一種類ではなく、これらを含め、さ

まざまなものがあるのです。 

 

 

3. インドにおける浄土教美術の起源 
 

 

観経はサンスクリット語による原典が存在しない

のに浄土教の主要経典のひとつになっていますが、

なぜそのようなことが起こりうるのでしょうか。

インド発祥であるか否かは特別重視されていない

とも考えられるのでしょうか。 

もちろん、仏教はインド起源であり、経典は釈迦

が説いたことになっているのですから、インドで

成立したことは重要です（密教経典などでは釈迦

以外の仏が経典を説くこともあります）。ですか

ら、観経も形式としては釈迦が説き、きょう良耶

舎が「翻訳」したことになっています。当時の

人々も、それを信じてこの経典を受け容れたでし

ょう。現代の仏教学者が経典の成立をいろいろな

面から研究すると、インドよりも中国（中央アジ

ア）で成立した可能性が高いということです。イ

ンドではなく中国で成立（制作）された経典はこ

のほかにもたくさんあり、中国や日本の仏教の歴

史の中でも、そのことはしばしば問題になってい

ました。そのような経典を「中国撰述」の経典と

呼んだり、まとめて「擬経」と呼んだりします。

宗教文献の中にこのような「偽作」や「創作」に

あたるようなものが現れるのはよくあることで、

たとえばキリスト教でも「外典」（apocrypha）が

あります。また、チベット仏教も偽作の経典の宝

庫で、地中から掘り出したとか、霊感で伝えられ

たという経典もあります。なお、浄土教の場合、

インドでは教団や宗派のような形で浄土教が存在

したわけではないことも考慮する必要があります。

インドから特定の教団の僧侶が中国にやってきて、

布教をしたわけではないのです。 

 

写経というと、どうも平安時代のイメージがあり

ましたが、奈良時代にもはやっていたんですね。

奈良時代だと紙ではなく木簡や木の薄い板に写し

ていたんでしょうか。 

写経、つまり経典を書写することは仏教が伝来し

た段階から必要だったでしょう。中国では木簡の

写経も残っていますが、日本では当初から紙に書

写していたようです。記録に残る写経は『日本書

紀』の天武天皇に関する部分にあるそうですが、

奈良時代よりも前の写経の遺例が 2 点残っていま

す。奈良時代になると写経は国家規模で行われる

ようになり、とくに天平年間（729-749）にはおび

ただしい数の写経が行われたようです。大乗経典

の多くはその経典を読誦し、大事に保管し、さら

に書写することで、大きな功徳が得られることを

繰り返して説いています。経典の作者たちは、そ

の経典ができるだけ人々のあいだに広まることを

願ったのでしょう。本の中に複製を作ることがプ

ログラムされているようなものです。日本の写経

も、本来はこのような「作善」のための宗教的な

行為でした。平安時代以降も写経は続けられます
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が、次第に「装飾経」のような美麗なものも出現

し、単なる書写や作善にとどまらない展開が見ら

れます。現在、京都国立博物館で「古写経：聖な

る文字の世界」という特別展覧会が行われていて、

私も見てきました（この回答もこのときに仕入れ

た知識です）。仏像や仏画などと違って地味な展

覧会ですが、仏教のことを勉強しているものには、

とてもおもしろい展覧会でした。書道をやってい

る人にも魅力的なようです。11 月 28 日まで開催

されていますので、機会があればぜひ行ってみて

下さい。 

 

序分義（未生怨因縁）の絵は、日本の絵巻物を思

わせるようできれいでした。描かれている建物は

中国のような雰囲気で、服装もインドのようでは

なく、中国風な感じがしたので、絵だけ見たら、

インドの物語には思えないようでした。 

たしかに、絵だけ見ていると中国の物語に見えま

す。この物語に限らず、インドの仏教に関する説

話図は、中国に入ると背景も人物もすべて中国風

に変えられてしまうので、同じ物語のインドの作

例と比較すると、それぞれの国にみられる表現方

法の違いがわかりおもしろいです。さらに日本で

は異なる表現となりなす。序分義に説かれる阿闍

世王の物語は、観経が典拠なのでインドでの作例

はありませんが、阿闍世王の物語は他にもいろい

ろあり、ガンダーラや中央アジアのキジルなどで、

見ることができます。 

 

仏教では誰でも往生できるということでしたが、

生前の行いによって往生の仕方が違うということ

は知りませんでした。死んだ時、迎え方が九つに

分かれたとしても、その後、極楽で同じように過

ごすならば、悪人にとってはいいだろうなと思っ

てしまいました。 

無量寿経の三輩往生、つまり人間を三種類に分け

て、それぞれ異なる方法で往生するという思想は

インドで確立しているのですが、それをさらに 3

種類ずつに分けて九品往生に拡大するのは、観経

独自の教えなので、中国的な展開と考えられてい

ます。その背景に、中国における官僚制などを指

摘する研究者もいます（九品官人制と呼ばれる制

度などがあげられます）。日本の往生思想では、

この九品往生が基本となり、ここから来迎図など

の浄土教美術が現れますので、たとえ中国での創

作であったとしても、文化的にとても重要な考え

方になります。たしかに往生しさえすれば、その

方法は阿弥陀や菩薩に囲まれたにぎやかなもので

あろうと、蓮台だけの寂しいものでもどちらでも

いいと、私も思いますが、日本では臨終行儀など

ではなやかな来迎を見ることがとても重視されま

す。結果よりもプロセスを大事にするということ

でしょうか。このことは、日本の来迎図のところ

で考えてみたいと思います。 

 

いつも思うのですが、仏教はキリスト教や儒教

（儒学）、イスラム教などと比べて、ものすごく

スケールが大きくて、現実的には起こり得ないこ

とばかりであるように思います。異教徒の人はお

かしいと思うでしょうが、昔の仏教徒の人たちは

やはりすべて信じていたのでしょうか。信じられ

るものですか。私は特別宗教を信じているわけで

はないので、よくわかりません。 

宗教というものは基本的に「聖なるもの」や「超

越的な存在」を中心に持っています。そのような

ものは、われわれの日常的な思考や合理的な存在

とは別のレベルにあるのが普通です。それが仏教

では世界や物語のスケールの大きさや、荒唐無稽

さとして表されるのではないでしょうか。そのよ

うな存在を前にして、人間の無力さを痛感するこ

とで、はじめて信仰や敬虔な気持ちが生まれると

いうのが、宗教の一般的なメカニズムだと思いま

す。これとは別のレベルの話になりますが、経典

を生み出した人々は、われわれとはまったく異な

る世界に住んでいたということも重要でしょう。

現代人の多くは神話や経典の中の、非現実的な物

語をまったくのフィクションとしてとらえがちで

すが、そのような文献が成立した時代の人々にと

っては、むしろ本当にあった物語だったはずです。

日本でも 50 年前や 100 年前までは同じようなも

のだったはずですし、見方によっては現代でもそ

れほど変わっていないかもしれません（星占いや
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血液型による性格判断は、一種の宗教でしょう）。

このようなことを含め、宗教を信じる、信じない

は個人の自由ですし、プライベートなことです。

授業ではそのようなことに立ち入りませんし、む

しろ、客観的な立場から宗教を見るようにしてい

ます。 

 

浄土教とは関係ないのですが、エディプス・コン

プレックスで考えたこと。ヒンドゥー教で、ガネ

ーシャの首が象である理由を、去年、ネパールを

旅行したときに聞いたのですが。ある時、パール

ヴァティーがお風呂（？）に入っていて、ガネー

シャに前で見張らせていて、「誰も通してはなら

ない」ということを言われたらしく、そこにシヴ

ァがやってきて、中に入れないのでガネーシャの

首を切り落としたそうですが、それって、思いっ

きりエディプス・コンプレックスですよね。父シ

ヴァの男根がこわくて、象の首になってガネーシ

ャはシヴァに対抗したのだと思ったんですが…。 

象の頭を持つガネーシャは、その特異な姿からい

ろいろな物語があるようです。お聞きになったの

も、その通俗版のひとつだと思います。たしかに

エディプス・コンプレックスですね。このように

神話を精神分析の立場から解釈する研究は、海外

でよく見られます。先週、口走った阿闍世コンプ

レックスについて書かれた本は、小此木啓吾『阿

闍世コンプレックス』や『阿闍世とエディプス』

でした。小此木氏は「モラトリアム人間」で一世

を風靡した精神分析家ですが、この本についての

評価は私はよく知りません。阿闍世そのものにつ

いては、東海大学の定方晟氏が『阿闍世のさと

り』『阿闍世のすくい』（いずれも人文書院）とい

う本を出しています。 

 

 
4. 中央アジアにおける浄土教美術の展開 

 

 
マトゥラーやガンダーラの像の銘文の話を聞いて、

文献は重要な証拠にもなるが、やはり不確かなも

のでもあるのだと強く感じた。しかし、今日、神

変の文章を読んだことによって、スライドを見る

ときにわかりやすくなったこともあり、少しはず

れてしまうが、どんな分野でも文字というものの

問題は難しいと思った。奇跡を起こす前に精神を

統一することは、現代のいろいろなことに通じて

いる気がする。これは仏教に限ったことではない

のかもしれないが、知らないうちに当然の認識(?)

になった仏教に関することがたくさんあるように

思えて、おもしろかった。 

たしかに文字という情報はいろいろな問題をはら

みます。一般に美術史では文献よりも作品に重き

を置きますが、仏教学では文献を中心にものごと

を考える傾向があります。どちらの立場でもかま

わないような気がしますが、実際に作品の解釈に

あたって、決定的な違いを生むこともあります。

モハマッド・ナリーの作品の解釈が分かれるのは、

文献と作品のバランスの取り方に起因するところ

も大きいでしょう。「舎衛城の神変」や「阿弥陀

変相図」とする立場は、どちらかというと、文献

（広い意味でのテキスト）が先にあり、それを作

品としてイメージ化したと言えるでしょうし、神

変のような光景を、さまざまなモチーフで表現し

ているという立場は、図像の伝統を重視した立場

のように思われます。仏像の銘文は、テキストで

ありながら作品の一部にもなっているので、ふた

つの立場の接点のようなところにあります。銘文

には制作年代や寄進者の名前のほかにも、寄進者

の出身地、身分、寄進の動機などが書かれること

もあります。これらの情報から、経典などのテキ

ストが伝える仏教とは異なる、現実の仏教のすが

たが浮かび上がることもあります。銘文の研究に

はいろいろな可能性があるのですが、仏教学でも

まだまだ未開拓な分野です。神変の前に精神統一

をする点は、インドにおける宗教的な神秘体験や

瞑想方法が背景にあります。精神統一のことを
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「三昧」と呼ぶのですが、これはインドから古く

から伝わる瞑想のための身体技法、すなわちヨー

ガの専門用語でもあります。仏教とヨーガとの間

には密接な関係がありますし、仏教に限らず、ヨ

ーガはインドの宗教の実践方法の基礎でもありま

す。大乗経典では、このような三昧、すなわち身

体と精神を統御することとが、神変を起こすこと

の前提となっています。ついでにいえば、大乗経

典に説かれている内容は、このような三昧の状態

での出来事であり、およそ通常の人間の思考や感

覚からかけ離れています。経典の内容が荒唐無稽

に思えるのはそのせいです。 

 

仏には釈迦の他にもたくさんの仏たちがいますが、

結局一番偉い（上にいる）のは誰なんですか？釈

迦が中心にかかれていることが多いのを見ると、

釈迦が一番偉いのかと思うのですが、釈迦が仏に

なる以前にも仏たちはいたんですよね。そうなる

と、釈迦よりも前にいた仏たちの方が上ですか。 

仏とは誰か、仏はひとりかたくさんかという問題

は「仏陀論」とも呼ばれ、仏教とは何であるかと

いう問題に直結する重要な問題です。われわれは

仏教の開祖が釈迦であり、仏陀と呼ばれているこ

とを当たり前のように信じていますが、時代や立

場では必ずしもそうではないのです。たとえば、

密教では大日如来（毘盧遮那如来）が仏の世界の

中心に位置し、釈迦は歴史的に現れた無数の仏た

ちのひとりにすぎないという立場から、仏の体系

を構築しました。授業で取り上げている浄土教も、

釈迦より重要な仏として阿弥陀を前面に出し、阿

弥陀への絶対的な帰依こそが、われわれが救済に

あずかる唯一の手段であると説いています。この

ような、釈迦以外の仏への信仰は、大乗仏教以降

のものがよく知られています。しかし、実際は初

期の仏教経典の中にも、釈迦が自分よりも前に現

れた仏に対して言及し、自らの説く教えが、それ

らの過去の仏たちの教えを再発見したにすぎない

という記述が見られます（お釈迦さんはずいぶん

謙虚ですね）。これらの過去の仏たちが過去仏と

して定着し、さらに未来の仏である弥勒も信仰さ

れます。また、われわれの世界以外にも仏国土を

立て（阿弥陀の極楽浄土はその代表です）、それ

ぞれに仏がいると説くことで、無数の仏が仏教の

中に登場します。その中で誰が一番偉いのかとか、

仏相互の関係などは、立場や時代によって異なり

ます。その一方で、さまざまな仏たちが大乗経典

や密教経典に登場するにもかかわらず、一般の人

たちの信奉する仏は、結局、釈迦が一番重要であ

ったということも推測されています。たとえば、

密教の経典には大日如来を頂点とする無数の仏た

ちが説かれていますが、これと同じ時代の作例を

調べてみると、仏像として刻まれるのは圧倒的に

釈迦であることがわかっています。ガンダーラの

神変図を阿弥陀浄土図とすることに躊躇するのは、

このような経典と実作例とのあいだの乖離もある

のです。 

 

神変にあった「すべて」が見えたというのは非常

に危険ですね。今の時代で、あらゆることを悟っ

てしまうと、社会のシステムから何からを疑って

しまい、とても危ない状態にいってしまいそう

で…。でも仏教というのは、そういう境地を示し

て、勘のいい人を導き続けているのかもしれませ

ん。でも、オウムみたいに行くとこまで行ってい

まうという危険性もありそうです。 

宗教が危険であるというのはたしかです。このこ

とはオウム以降、日本でよく言われることです。

しかし、その発想は依然として宗教を甘く見てい

るような気が私はします。つまり、宗教を危険視

する人たちは、その一方で「宗教とは本来、人を

幸福にするべきものなのに」という前提があるか

らです。簡単にいえば、宗教はいいものなのに、

悪い宗教にだまされて、不幸になるのはおかしい

という考え方です。これは、きわめて安易な日本

人的な宗教観であり、オウムの事件があっても、

何も変わっていないと思うのです。本来、宗教は

危険であり、それだからこそ、人々を救済するよ

うな力を持っていると見るべきでしょう。もちろ

ん、宗教には人々の心に安らぎを与え、生きる上

での指針を与える力を持っています。しかし、そ

の一方で、現代社会で起きているさまざまな事件

や紛争が宗教に関わりを持っているのも事実です。
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人間は状況次第で、宗教（もっと広く言えば思想

や信条も含む）のためなら何でもできますし、そ

れは道徳や倫理、あるいは経済性などと矛盾する

ことも珍しくないからです。「すべてが見えた」

という状態が危険であるというのは、私もおおい

に共感するところです。しかし、その危険性は、

「すべてが見える」ことそのものよりも、「すべ

てが見える」ような存在があると信じることに、

もっと強く感じます。このような存在に対して絶

対的な帰依をすることこそが宗教の本質だからで

す。 

 
 

5. 日本における浄土教の歴史 

 
 

私の姉が敦煌に行ったことがあるのですが、とて

もすばらしかったそうです。私も一度行ってみた

いと思っていたのですが、敦煌の窟数はかなりあ

るのですよね…。いったい、どのくらいあるので

すか。 

私も正確な数は知らなかったので、敦煌の簡単な

紹介をしているホームページからの引用をします。 

 敦煌の石窟は、莫高窟、西千仏洞、楡林窟が

ある。そのうち、莫高窟は千仏洞という俗称が

あり、敦煌石窟の代表で、甘粛省敦煌市の南東

25km に位置する。洞穴は鳴沙山東麓の絶壁の

上にあり、上下 5 層で、南北の長さは 1,600 メ

ートル余りある。 

 前秦の建元二年(366年)から掘り始めたもので、

現在十六国、北魏、西魏、北周、隋、唐、五代、

宋、西夏、元など 16 王朝の洞穴が 492 個残っ

ており、壁画は 45,000m2 余り、彩色の塑像は

2,415 体、飛天は 4,000 余体、唐・宋時期の木構

造建築は 5 棟、文書と文物は 5 万点余りある。

敦煌石窟は建築、絵画、彫塑、文書、文物から

なる総合的な文化芸術宝庫であり、1987 年「世

界文化遺産目録」に登録された。  

 敦煌莫高窟の各時代の壁画は、当時の生産と

労働の場面、社会生活の情景、衣冠と服飾制度、

古代建築の造形および音楽、舞踊、曲芸の画面

を表してもいれば、中国と外国の文化交流の史

実をも記録しており、4 世紀から 14 世紀までの

中国の古代社会の研究に形象的資料を提供して

いる。 敦煌莫高窟の壁画は、非常に大きな歴

史的価値と芸術的価値がある。各時代の壁画の

うち、唐朝が盛んだった時期の壁画の水準が最

も高く、人物の体の比例が適切で、豊満、健康

であり、芸術生命に富む人物の形象および見る

人を佳境に引き込む芸術的境地を大量に創り出

した。 

 敦煌の彩色塑像は、塑像を作ることと彩色を

塗ることの密接な関係を重視し、塑像を作る時

は彩色を塗ることに適度の余地を残し、造形上

の細かいところは一々作り上げることをせず、

線描と色彩で補充している。色を用いる面では、

よく色彩上の誇張を運用して人物の性格を表し

ている。  

 莫高窟は一般に開放されている石窟が合計 27

ヵ所ある。この他に、特別窟問といって、別途

料金を支払って見学できる石窟も 13 ヵ所ある。

（http://jp.cytsonline.com/static/5bottoms/gu

anguang/shijieyichan/dunhuang.jsp） 

 

形成期→完成期→固定期と移るにつれて、物語も

詳細化、具体化していく様子が絵画に現れている

のがおもしろかったです。 

阿弥陀の極楽浄土図が変相図の主題であることは

一貫しているのですが、その表現方法の変化と、

周囲に描かれる未生怨因縁と十三観が加えられる

ことが、敦煌においては重要です。それとともに、

絵画そのものの質の変化も認められます。第 2 期

を完成期とし、第 3 期を固定期とするのは、絵画

としての変化が、いわば右肩上がりではないこと

を示しています。第 2 期において一種の頂点に達

した後は、図柄の固定や表現の形式化が進み、絵
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画としての力を失っていきます。これは敦煌の阿

弥陀浄土変に限ることではなく、芸術作品の持つ

宿命のようなものかもしれません。同じ形式を固

持することは、作品にとってはマイナスに働くこ

とが多いようです。むしろ、形式をうち破るよう

な刷新や変革を行うことで、あらたな芸術が生ま

れるのでしょう。 

 

石窟が日本にはないのにはどのような理由がある

んですか。朝鮮半島にも多くは存在しないのなら、

なぜ、朝鮮半島には伝播しなかったのでしょうか。 

石窟が生み出されるにはさまざまな条件が考えら

れます。石窟として用いるような洞窟が存在する

か、あるいは穿窟が容易な山が存在すること、石

窟の内部が居住空間として使用可能であること

（場合によっては、一般の住居よりも快適である

こと）、石窟のような構造物を宗教的な意味をも

つ空間と見なしうること、などがあげられます。

歴史的に見れば、実際に石窟の僧院や寺院を作り

出すことのできる技術が伝播していることも必要

でしょう。日本にはこれらのいくつかが欠けてい

るために、石窟寺院がほとんど造られなかったこ

とになります。ただし、洞窟のような構造の空間

を宗教的な施設として用いることはしばしば見ら

れます。空海が虚空蔵求聞持法という修行を行い、

大日如来との合一という神秘体験を経験したのも、

海辺の洞窟といわれています。また、加賀市にあ

る那谷寺には、洞窟が特定の修行の場として用い

られた跡がたくさん残っています。朝鮮半島に石

窟寺院があるかどうかはよくわかりません。調べ

てみてください。 

 

「池と花樹観想図」のスライドを見たときに、森

先生の「砂漠である中央アジアでは、水や植物が

無く、そのためにそれらは壁画の瞑想の対象とな

りました」（これはおそらく森先生のことばその

ままではないと思いますが、私はそのように記憶

しています）というコメントを聞いて、この壁画

が描かれた当時の人々の心境が想像されました。

きっと、壁画の制作者はのどの渇きを感じながら、

自分が緑豊かな大地におり、泉がわき出ているよ

うな、一種のオアシスを想像しながら作業を実行

していたのでしょうね。 

のどの渇きを感じながら極楽浄土図を描いたかど

うかはわかりませんが、極楽浄土のイメージが、

水と緑が豊富な楽園ということと、その観法が流

行した中央アジアの風土との落差は、たしかに大

きいのではないかと思います。阿弥陀経（大経も

小経も）がインドで成立したことは、両者のサン

スクリットテキストが現存していることから明ら

かですが、中央アジアでその流行が見られたこと

や、観経ではその成立までも中央アジアが有力視

されていることは、たしかです。この地域に住み、

浄土を夢見た人々の希求したものが何であったか

が、ここに示されているような気がします。もち

ろん、浄土教は中国の緑豊かな地域、あるいは朝

鮮半島や日本でも流行しました。しかし、日本の

浄土教美術を見てみると、そこでは極楽浄土を豊

かな自然として描くことにはそれほど熱意は見ら

れず、むしろ、そこにどのように往生するか（具

体的には来迎と蓮華化生）が重要な問題になるよ

うです。同じ浄土教美術であっても、日本は浄土

そのものよりも、そこにいたるプロセスや方法に

関心が寄せられたと見ることが可能かもしれませ

ん。 

 

トヨク石窟の壁画の顔の部分が削られているのを

見て、宗教の違いから文化財を傷つけられるのを

残念に感じました。無常感を表した九相詩絵巻の

絵や、死体が腐ってゆくのを観察する修行の話で、

気持ちが悪くなりました。昼食前でなくてよかっ

たと思います。 

トヨクの壁画の顔については、何人かの方が同じ

ような指摘をしていました。人物を描いたときに

顔やとくに目が持つ力は独特なものがあります。

仏像や人体像のどの部分が傷つけられても、被害

は物理的には同じかもしれませんが、顔とそれ以

外の部分ではその影響力はまったく異なるでしょ

う。あまり関係のない話ですが、赤ちゃんが母親

などの顔のどこを見ているかを調べた実験があっ

て、顔の中の目を中心に視点を移動させているこ

とがわかるそうです。相手の目から情報を得るこ
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とは一種の本能なのでしょう。逆に、インドでは

目だけを大きく家の前に描くことがあります。と

くに新築直後の玄関の左右などに描かれます。こ

れは他人が妬みをもって眺めることに対して、そ

れに対抗するような力をはじめから描いておくと

説明されます。目や視線は一種のエネルギーを持

っていると考えられているようです。不浄観が気

持ち悪いという指摘も複数ありました。もちろん

そのとおりですが、九相詩絵巻の場合、このよう

な写実的な表現がこの時代可能であったことや、

その後、六道絵と呼ばれる絵画において、九相詩

絵巻に描かれたモチーフがそのまま現れることに

なり、さまざまな展開を示すことが注目されます。

ちなみに、死者や骸骨を描くことによってこの世

のはかなさを表すことは、西洋においても見られ、

石棺の蓋のところに死体を浮彫にしたり、骸骨が

「死の舞踊」を演じている姿などが、中世社会で

は広く制作されたそうです。小池寿子さんという

キリスト教絵画のすぐれた研究者が、これについ

ては精力的に研究されています（『死者たちの回

廊』『死を見つめる美術史』など）。 

 

 
6. 日本における浄土教の歴史（続き） 

 

 
暁烏文庫は日本文学の勉強をするときによく利用

している。ボタンを押して本棚を開くのはだいた

い900番あたりなのだが、いわれてみれば仏教系

の本の分類番号の棚が多いような…今日も行くの

で見てみようと思う。使っているのに暁烏文庫に

ついてよく知らなかったなぁと思った。続けて、

あまり関係ないが、空海には化け物退治などの伝

説が数多く残っているような気がして少し調べて

みたいと思った。「御伽草子」などで庶民によく

知られたのはだいたい弘法大師、それから法然上

人…文学と仏教は切り離せず、末法思想が出た後

には「よくよく後生肝要なるべきなり」などと結

ぶ物語も多くなるし、法然上人の説法もいろいろ

な文学のあちらこちらで行われている。そういっ

た面から仏教にアプローチすることが多いので、

密教とそこから来ている浄土教の動きなどに注目

して文学を見るとことはやはりおもしろそうだと

思う。それにしても法然上人はよく出るのだが

（僧といえば…という感じで）、何か意味がある

のかと不思議。 

前回ははじめに暁烏文庫の紹介をしました。この

文庫は金沢大学が誇る一大コレクションです。金

大に着任してしばらくしたときに、この文庫をは

じめて見たときには誇張ではなく感動しました。

職業柄、仏教関係の文献のコレクションはいろい

ろ見てきましたが、個人でこれだけ集めているの

は驚きです。日本文学関係の方がよくお使いにな

るというのは、むしろ意外でしたが、それだけこ

の文庫がもつバランスの良さのあらわれでしょう

（もちろん、ご指摘のように仏教と文学との関係

の深さもありますが）。弘法大師や法然上人など

の高僧の説話はおもしろいですね。弘法大師につ

いては、一般に「大師信仰」と呼ばれています。

弘法大師（空海）はもちろん歴史上の人物ですが、

それを越えて神格化されて、密教、弥勒信仰、高

野山信仰などともからみあって、絶大な信仰を集

めました。四国や高野山を訪れると、弘法大師が

いまでも「生きている」かのようです。『大師信

仰』というタイトルの本もいくつかあります。法

然上人については私はあまり知識がありません。

授業では平安時代までの浄土教美術を中心とする

予定なので、法然や親鸞以降の浄土教はあまり取

り上げませんが、ぜひご自分でもいろいろ調べて

ください。「法然上人絵伝」のような作品なども

あります。法然の弟子のひとりの證空という人物

は、当麻曼荼羅の流布に功績があった人物なので、

鎌倉期の人物ですが、少しくわしく紹介するつも

りです。それにしても、平安期の説話文学は日本

における仏教の受容のあり方を示すものとして、

とても興味深いものです。『今昔』や『日本霊異
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記』などをじっくり読んでみたいと、私もかねが

ね思っています。 

 

私はおみくじがけっこう好きなので、見かけると

引きたくなるのですが、おみくじは神社に置いて

あるイメージがあるので、発明者が天台の僧とい

うのが意外だと思いました。おまりお寺と神社の

区別がなかったためでしょうか…。私がたまたま

お寺でおみくじを引いた記憶がないだけなのかも

しれないですが。 

おみくじの発明者が元三大師（良源）であると紹

介しましたが、正確には、おみくじの起源は元三

大師までさかのぼると言うべきところでした。い

ささか安易ですが、インターネットの検索で「お

みくじ 元三大師」でひくとかなり出てきました

（Google で 1,580 件）。比較的よくまとまってい

るものとして、ひとつだけ紹介しておきます。 

 実は元三慈恵大師良源上人(912~985)が仏教各

宗の寺院や神社で行われている「おみくじ」の創

始者であることは案外知られていない。慈恵大師

が観音菩薩に祈念して偈文（げもん）を授かった

観音籤（くじ）が起源と言われる。また、元三大

師が如意輪観世音菩薩の化身であると言われてい

るところから、「観音籤」の名があるともいわれ

る。 

 江戸時代初期、東京上野の寛永寺に黒衣の宰相

といわれた天海大僧正（1536~1643）という方が

おられた。天海大僧正は常々慈恵大師に深く帰依

されていたが、夢枕の中に慈恵大師が現れて、

「信州戸隠山明神の御宝前に観音百籤あり。これ

は、後世複雑な社会において人々の困難を救うた

めに観音菩薩に祈念していただいた、いわば処方

箋ともいうべきである。これを私の影像の前に置

いて信心をこらして吉凶禍福を占えば、願いに応

じて禍福を知ることができるであろう。そうして

衆生を利益せよ」というお告げをいただいた。早

速に人を戸隠に派遣して確かめると、偈文百枚が

納められていたという。 

 『観音経』には「浄聖なる観世音菩薩を念じ、

念ぜよ。疑いを生ずることなかれ。観世音菩薩は

苦悩や死や厄災において、頼みとして最高の救世

主である」と説かれている。 

番号を付けた百本の籤を小さな穴のあいた箱に納

め、至心に祈りながらそのうちの一本の籤を得て、

引いた番号に相応した偈文によって、願う事柄の

吉凶を判断すると、的確な指示が得られたのであ

った。 

 現今の神社仏閣で気軽に引けるおみくじは、こ

の「元三大師百籤」から発展したもので、人間の

運勢、吉凶を五言四句の偈文（漢詩百首）や和歌

（＝神社に多い）にまとめ、一番から百番まで連

番をふり、引いた番号に書かれた文面で占うもの

である。（http://www.niji.or.jp/home/myoho/ 

ganzan/omikuji-1.html） 

お寺と神社の区別をわれわれは当たり前のように

行っていますが、日本の宗教史を眺めた場合、こ

れはかなり特殊なことで、明治初期まで千年以上

にわたって両者は密接な関係を有していました。  

 

慶滋保胤の二十五三昧会がホスピス的だと聞いて、

単なる宗教ではない一面を感じた。言い過ぎかも

しれないが、老人介護や心のケアという側面もあ

るかと思いながら聞いた。 

現代的な意味でのホスピスとはもちろん違います

が、死を迎えるために、日頃から緊密なネットワ

ークを持った集団がいて、その準備を怠らず、実

際の臨終においても、その前後の一連の手続きを

この集団が遂行するという点では、通じるものも

あるようです。実際、ホスピスの活動をする人の

中には、中世の「臨終行儀」に関心を寄せる人も

いらっしゃるようですし、僧侶の立場からもこれ

らを結びつける人もいます。臨終行儀は「死の儀

礼」ですが、実際は死にゆく人ばかりではなく、

残された人々が、それを乗り越えて生きていくた

めの儀礼でもあります。これはホスピスでも重要

なことのようです。 

 

来迎図を見たかどうかをどうにかして伝えるよう、

死にそうな人に頼むのは、今の感覚からするとひ

どいように思いました。夢の仲ででもいいから伝

えてほしいというのは、昔の人が夢に現実とつな

がりがある、現実のことが反映されると考えてい
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たからなのかなと思いました。 

すぐ上にも書きましたが、それほどひどいことで

はないと思います。でも芥川の「六の宮の姫君」

などでは、臨終にあたっても来迎を見られない人

の悲惨な姿が描写されていて、それはまた別の意

味でひどいことなのかもしれません。夢について

は、当時の人々にとってはむしろ、現実よりも重

視されていたと思います。仏や菩薩などが現れる

のも夢の中ですし、そこでの「お告げ」は真実を

つたえます。現実のことが反映されているという

よりも、現実では知ることのできない真実が姿を

現すのが夢なのでしょう。現代人の感覚では現実

こそ真実と当たり前のように信じていますが、け

っしてそれほど単純ではないのです。 

 

オペラのような念仏をぜひ聞いてみたいです。話

を聞いたとき、教会での賛美歌が思い浮かんだの

で、これをお坊さんがあの雰囲気でアカペラでや

るのかと思うと笑えました。 

ＣＤやＤＶＤも出ていますので、ぜひ見たり聞い

たりしてください。おそらく「笑える」という感

想ではなく、崇高とか神秘的とか粛然という印象

を持つことになるのではないかと思います。宗教

と音楽は本来、密接な関係があり、西洋でもいわ

ゆるクラシックは教会音楽が基礎にあります。グ

レゴリオ聖歌などはそのひとつですし、バッハの

作品でも、そのおそらく 9 割以上は宗教音楽です。

日本の仏教でも、儀礼や儀式では音楽的要素が大

きな位置を占めます。たとえば、真言宗では「声

明」（しょうみょう）が有名ですし、一般の信者

も含むものとしては「御詠歌」（ごえいか）があ

ります。多くの宗派はその伝統を伝えるために、

節回しや発声法を表すためのさまざまな記号や表

記法を工夫してきました。音楽的な要素が最も希

薄である浄土真宗でもそれはあります。なお、仏

教寺院でも楽器はいくつもあり、アカペラで唱わ

れるるものもありますが、これらの楽器を伴奏に

して行うパフォーマンスもあります。 

 

暁烏文庫ははじめ何もわからないときに見て単純

に感嘆しました（最近では「地下 2 階」と聞くだ

けでゲップが出る傾向にあります…）。パソコン

嫌いの私はよく「本棚を読む」というのをやりま

すが、OPAC と違ってインスピレーションがわき

ます（ネタ探しには最適だと思います）。暁烏文

庫も敬遠せずに、とりあえず「本棚読み」からは

じめて「本読み」に向かうべきなのでしょうが…。

地下二階の照明がとりあえず暗すぎます。 

前回の Q&A に「日本や朝鮮半島に石窟が少ない

理由」とありましたが、やはり内陸部と比べて、

とくに日本においては火山活動が関係していると

思います。何もないまっさらな石を彫ったのでは

なく、むしろ、もとからある自然の洞窟を拡大す

る方向で石窟が作られたと思うのですが、そうし

た洞窟が（風や水で削られたのではなく）火山活

動によるものなら、壁に彫ったものはつぎの火山

活動により壊れてしまう。つまり保存性が低いわ

けです。だから仏菩薩らは壁に直接彫るのではな

く、彫像を安置するものだったのではないでしょ

うか。（江ノ島大明神＝弁財天は、そもそも密教

僧が洞窟内で感得し、その像が洞窟内に祀られた

と、Ｓ先生の演習の授業で使う英文で読みまし

た）。 

暁烏文庫の照明が暗いことは、私はあまり気がつ

きませんでした（もっと暗い図書館をたくさん知

っているので）。図書館の方に伝えておきます。

暁烏文庫のとなりにある「四高文庫」もなかなか

おもしろいです。ちなみに、暁烏文庫は目録が出

ていて、図書館のカウンターの反対側の、冊子体

の目録の中にあるので、全体像を知ることができ

るのですが、四高文庫には目録はないようで、

OPAC で検索する以外は、やはり直接、本棚を読

む必要があるようです。石窟と火山についてはよ

くわかりません。たしかに日本には火山が多いで

すが、それ以外の山もありますし、50 年、100 年

という間であれば、火山活動がない山もたくさん

あります。石窟の問題は少し横に置いて、仏像を

作るときの素材に何が選ばれるかを考えると、日

本とインドではかなり違いがあります。日本では

仏像といえば、木造彫刻が第一にあげられますが、

インドでは圧倒的に多いのが石造です。仏像のよ

うな聖なるものの像は、その表現が美しいとか崇
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高であるということとともに、できるだけ長く形

態が保てる（できれば永遠に）ことが期待されま

す。その点、木は石に比べるとかなり保存には難

があります。しかし、それにもかかわらず木が選

ばれたということは、日本人にとって木が石や岩

以上に特別な存在であったからでしょう（霊木な

どが古くからありますし、神社にはしばしば御神

木があります）。江ノ島の弁天と感得については

わかりませんが、もともと弁天が水とつながりが

深い神であることや、洞窟という空間がもつ宗教

的な意味（死と再生のための胎内として機能す

る）なども考慮に入れなければならないと思いま

す。 

 

 

7. 阿弥陀と阿弥陀三尊像 
 

 

先生の話にもあったが、平安前期の阿弥陀像が金

沢日にあることが、たいへん不思議だと思った。

近世以前の金沢は今日のように核となる土地では

なかったと思うのだが…。また、今日の授業には

関係ないことなのだが、さっきふと「あみだく

じ」のことを思い出して、この阿弥陀は阿弥陀な

のだろうかと疑問に思った。もし、そうだとした

ら「あみだくじ」にはどのような意味や由来があ

るのだろうか。 

伏見寺は現在では金沢の中心である寺町 5 丁目あ

たりにありますが、もともとは野々市にあったそ

うで、江戸時代に寺町が前田家によって整備され

たときに移転したと聞いています。その本来の場

所からもわかるように、伏見寺はむしろ北陸修験

と関係があるようで、とくに白山信仰との結びつ

きが顕著なようです。伏見寺の開基は、東大寺建

立に功績のあったことで有名な行基と伝えられ、

その歴史の深さも相当なものです（ただし、日本

中に行基や空海の開基のお寺は無数にあります）。

平安前期の阿弥陀像があるのも、このような由緒

からすれば当然かもしれません。また、この阿弥

陀像が金銅仏であることも注目されます。白山の

本地仏として伝わる仏像の多くは金銅仏で、この

地域に独特の金銅仏文化圏があったのかもしれま

せん。白峰村の林西寺にある白山下山仏（明治初

期の神仏分離令で白山頂からおろされた仏像）の

多くも金銅仏です。伏見寺の阿弥陀如来坐像は機

会があれば、住職にお願いして拝観したいと思っ

ています。あみだくじについては断片的な情報で

すが、阿弥陀如来像の後光から来ているそうです。

現在ではあみだくじは縦と横の線で作りますが、

もともとは賞品や賞金を中心にかいて、そこから

放射状に線を引いて作ったそうで、その形が阿弥

陀の後光に似ているとのことです。いつ頃からあ

るのかはわかりませんでしたが、授業で扱ってい

る平安や鎌倉の阿弥陀像ではなく、浄土宗、浄土

真宗が民衆に広まった結果、本尊仏としての阿弥

陀像のイメージが、人々の間に浸透してからのこ

とでしょう。 

 

源信が往生要集の根拠として仏典を持ってきたと

ころなど、他の宗派の人たちがその反論者に対処

するためだったのだろうかと感じた。 

源信が他の宗派からの論争を挑まれたということ

は、あまり聞いたことがないので、おそらくそう

ではないと思います。仏教の文献、とくに経典で

はなく論書と言って、高僧などが著した著作の場

合、何かを論ずるときに経典からの引用を行うこ

とは、きわめて一般的なことです。仏教というの

は学問や科学ではなく宗教なので、信仰つまり信

じることが中心にあります。その場合、何を信じ

るかというと、第一にあげられるのは仏の教えで

す。逆に、どんなにすばらしいことや正しいこと

を述べたとしても、それが経典に根拠を持たなけ

れば、それは仏教の教えにはならないのです。仏

教の経典にしばしば見られる冒頭の定型句「如是

我聞」（かくのごとく我聞けり）というのは、私

は釈迦（あるいは別の仏）から以下のことをたし



2004年度 

392 

かに聞いたのだということを示しています。これ

によって仏の教えであることが確認されることに

なります。もちろん、すべての経典が釈迦一人に

よって説かれたことは、おそらく歴史的にはあり

得ないでしょう。しかし、仏教である限り、それ

を前提としなければ、宗教として成り立たないの

です。別の次元の話になりますが、仏教の研究方

法として、このように引用される経典を明らかに

し、その本来の意味と、引用された意図との異同

などを比較するという方法があります。その場合、

研究者自身にも、仏教の思想を知るためには、仏

の教えと言われるものがどのように説かれ、さら

にどのように理解されたかを文献を通して知るこ

とができるという共通の認識があるからです。 

 

法隆寺の阿弥陀三尊像の蓮が蓮池から生えている

と聞いて、はっとしました。この像の写真は今ま

でに何回も見ているはずなのに…。すでに外から

の影響を受けていることがわかって、気を付けて

みるといろいろわかるなぁと思いました。伏見寺

にはもうだいぶ前になりますが行ったことがあり

ます。このような像は見なかったと思うので、今

にしてみるととても残念です。仏像を作る人は、

それまでの作品や文献に影響を受けて、自分の作

品を完成するのだと思いますが、何をどれだけ見

たか、そしてどんなところを大切にとらえて表現

したか、いろいろ気になるところです。宋代絵画

の影響のことも…。当時の作者に話を聞いてみた

い。 

作品を注意深く見ることが大切であることはその

とおりです。美術史の人たちは本当に作品を見る

ことに絶大なエネルギーを注ぎます。そういう人

たちと一緒に作品を見る機会があると、同じよう

に見ていながら、いろいろなことにまったく気が

つかないで見ていることがあることがよくわかり

ます。私の分野ではインドなどの海外に調査に行

くことがあるのですが、何日もかけて出かけてい

くのも、写真ではなく実物を自分の目で見るため

です。後半の仏像制作者に関するコメントもそう

ですね。歴史的な作品を残すような芸術家は一種

の天才ですが、まったく何もないところからその

ような作品を生み出すことはあり得ないでしょう。

とくに仏像制作というのはむしろ職人の仕事なの

ですから、独創性よりも伝統に忠実であることの

方が好まれたはずです。しかし、従来の作品の全

くの模倣では、見る人の心を打つような作品とは

なりえません。新たな様式、新たなスタイルを生

み出したような傑作とは、その時代の人々の嗜好

を満足させると同時に、時代を超越した完全性の

ようなものもそなえたものなのでしょう。一般論

としていうのは簡単なのですが…。鎌倉時代の仏

教美術に中国の宋代や元代の仏教美術が与えた影

響はとても大きいのですが、高校の日本史などで

はほとんどふれられていません。仏教美術史の分

野でもこの領域は、どちらかというと本流からは

ずれたような扱いをされてきましたが、近年、注

目を集めつつあります。至文堂から出ている『日

本の美術』でも 3 年ほど前に「宋元絵画」という

特集を組み、研究の全体像と最新の成果が、まと

まった形で読めるようになりました。日本の仏教

美術がアジアの美術の一部であることがよくわか

ります。 

 

阿弥陀の光は白毫から発されるというのは何とな

くありがたみにかけてしまうような気がします。

私の貧困な想像力では、工事現場に使われるよう

なヘルメットにライトが付いたものの光のような

ものしか想像できないので…。 

工事現場のヘルメットというのはなかなか斬新な

イメージです。炭坑などでも見られるものですよ

ね。白毫というのは仏の三十二相のひとつで、そ

の中でもよく目に付く基本的な特徴であるため、

仏像が誕生した頃からすでに表現されています。

ここから光を発するのは阿弥陀に限らず、大乗仏

教の経典では釈迦などのあらゆる仏に見られます。

『法華経』などの大乗経典の冒頭では、釈迦が宇

宙全体を照らすときに、やはり白毫から光を発す

るという記述が見られます。単にサーチライトの

ように、ある方向に光を当てるのではなく、そこ

を核として、宇宙全体が明るくなるというイメー

ジのようです。それによって、あらゆる生類は、

宇宙全体を見渡すことができるという、とても不
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思議な光なのです。白毫というのは白い毛の房の

ことで、のばすと 1 メートルだかの長さがあるの

ですが、いつもは丸く渦を巻いて眉間に収まって

います。基本的には毛が生えているだけのことな

のですが、眉間にあることも重要で、ここがエネ

ルギー照射の源泉となっているようです。なお、

阿弥陀の白毫から光が出ることは、来迎の場合、

重要な意味を持ちます。白毫の光から阿弥陀の来

迎を確認することができるからです。阿弥陀とい

うのは「無量光」という意味を持ち、光のかたま

りのような仏です。阿弥陀来迎図の中でも山越の

阿弥陀では、わざわざ白毫のところに穴をあけ、

そこから光を照らしたという演出も、臨終行儀で

行われたようです。 

 

「親鸞は密教です」をもっと詳しく教えてくださ

い。たまたま昨日、NHKで兵庫の浄土寺をやって

いました。阿弥陀三尊像の背後にある窓を開ける

と、光が射し込み、いかにも浄土からやって来ま

した！という神々しさでした。TVを見ていておも

わずスゲーと叫んだほどでした。いい演出するな

ぁと感心しました。 

「親鸞は密教です」は少し誤解を招く表現かと思

いますが、親鸞の説く絶対他力というのは、究極

の自力ということです。詳しい話は前回お話しし

た程度のことしかできないので、繰り返しません

が、すべてを「阿弥陀のはからい」にゆだねるこ

とができるような境地に至るのは、いかなる修行

よりもたいへんなことなのです。一般的なテーゼ

ですが「正反対のものや両極端を突き詰めると、

一致する」ということです（これも理解困難かも

しれませんが）。兵庫の浄土寺の放送は私は見て

いませんでしたが、授業の理解のためにもタイム

リーでしたね。浄土寺は平安末から鎌倉にかけて、

奈良の仏教界の最重要人物で、東大寺の復興に貢

献した俊乗房重源によってたてられた別所のひと

つです。その地名から「播磨の別所」とも呼ばれ

ました。別所にはこのほかにも周防や高野、伊勢

などにあり、彼の全国的な活動の拠点として重要

な役割を果たします。重源は慶派との結びつきも

深く、浄土寺の阿弥陀像のほかにも、東大寺南大

門の仁王像や重源自身の坐像などの制作も、重源

との関わりから慶派が行っています。かれらを結

びつけたのは単に仏師と依頼者という関係だけで

はなく、阿弥陀信仰も重要でした。浄土寺にみら

れる設計による演出効果には、快慶も関わってい

るようですが、浄土教の美術は、これから取り上

げる来迎図や練り供養（迎講）のように、演劇的

な要素やパフォーマンスとの関連が顕著です。単

なる造形作品ではなく総合的な芸術としての性格

をそなえているところが、浄土教美術の興味深い

ところでしょう。 

 

 
8. 浄土変相図と当麻曼荼羅 

 

 
浄瑠璃寺では９体の阿弥陀が像として作られてい

たが、見返り阿弥陀の帰り来迎の話を聞いたとき、

たしかにたくさんの人々を浄土に連れていったり、

迎えに向かうには一つの身体に制約されるより、

そういうものから自由な阿弥陀の方がよいよねと

思いました。今さら的なことですが。しかしなが

ら、人間死んだらどんな見た目になるんでしょう

ね。みんなあのパンチパーマみたいな頭になるん

でしょうか。 

日本の阿弥陀像の多様性は、そのまま来迎の思想

の日本的展開に対応します。前回からの浄土教の

曼荼羅や、今回以降取り上げる来迎図はその応用

編といったところです。逆に、阿弥陀如来像を理

解するためには、来迎図のさまざまなパターンを

知る必要があります。阿弥陀の姿がさまざまであ

ることは、日本人にとっての浄土やそこへの往生

に、特定のイメージに限定されない多様な可能性

が許されたということなのでしょうね。ところで、

授業で取り上げている浄土教美術は、いずれも平

安から鎌倉にかけてのもので、その基盤となって
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いるのは平安時代の現れた浄土教思想です。これ

にたいし、鎌倉新仏教として現れた浄土真宗では、

来迎図や迎接の阿弥陀などを見ることはありませ

ん。ほとんどの真宗の寺院では、阿弥陀の立像が

安置されているだけで、その他には、名号を書い

た軸や、祖師の親鸞などの画像がまわりの厨子な

どに掲げられているだけです。場合によっては親

鸞の行状図がかけられることもありますが、これ

は絵巻物的な性格のものです。浄土真宗というの

は一種のプロテスタント的な宗教なので、浄土教

美術の持つ仏像や画像の華やかさにたいして禁欲

的な態度を示し、それが図像の画一化を生んだよ

うです。浄土教美術の多様性にいわば背を向ける

立場をとったのですが、これは親鸞の説く「絶対

他力」の教義から見れば、必然的な結果でしょう。

一方、同じ鎌倉新仏教でも、法然の浄土教団は証

空の当麻曼荼羅重視の姿勢にも見らるように、観

想念仏を重視するため、来迎のさまざまなイメー

ジがよく保たれています。当麻曼荼羅や来迎図の

すぐれた作品が、現在、浄土宗の寺院にしばしば

残っているのはこのためです。質問の最後の「パ

ンチパーマ云々」は、実際に経験しなければ（つ

まり死ななければ）わかりませんが、浄土思想の

基本として、極楽浄土への往生者は、まず「一生

補処（いっしょうふしょ）の菩薩」として極楽に

生まれます。これは菩薩としての修行を終える最

後の人生を極楽で過ごすということで、そのあと、

自分の仏国土へと仏として生まれ変わります。パ

ンチパーマになるのはその時で、極楽ではまだ菩

薩の姿をしています。実際、浄土図に現れる仏は

阿弥陀だけで、ひとつの仏国土にはひとりの仏し

かいないというのが、仏教の基本的な考え方です。

なお、仏の頭のパンチパーマは螺髪（らほつ）と

言って、仏の三十二相の一つです。 

 

蓮の花からはじまり、五鈷、独鈷、月輪…と阿弥

陀を瞑想していくやり方（つまり、最初に大枠の

「場」を想定し、それから分割、捻出していくや

り方）は、インドの思考パターンに合致すると思

います。つまり、前期のヴァイシェーシカ学派等

は、世界をいくつかの元素にわけ、さらにそれを

何段階にも分割（細分化）していくことで、世界

を把握しようとしますが、これも「最初の大きな

一つのもの」から、より小さな下位概念を考えて

います。これと逆行するのが、一つ一つの小さな

ものをはじめに認識し、それをだんだんとグルー

プ分けし統括していって、最終的に「唯一の真

理」にいたる考え方でしょう。この二つの思考パ

ターンを比較すると、前者のインド的な思考の方

が、より論理的に明解であり、また「異端」に属

するか否かがはっきりしていると思います。 

仏の瞑想から世界を認識するパターンに思索を広

げていくのは、なかなかおもしろい発想です。わ

れわれが世界を認識する方法として、世界を全体

として把握し、それをカテゴリー化する（「元

素」というよりは「要素」か「カテゴリー」の方

が適切でしょう）立場と、個々の現象から全体を

構築する立場の二つが、対照的に存在するのはた

しかでしょう。帰納的、演繹的ということばでも

表現できるかもしれません。仏の瞑想もこれに対

応するという着想も理解できます。仏というのは

インド的な文脈では、ウパニシャッド哲学のブラ

フマン（梵）やアートマン（我）にも通じ、その

場合、哲学的な意味での世界に置き換えることが

できるでしょう。ただし、授業で紹介した紅玻璃

の阿弥陀の瞑想は、「全体から部分」という方向

とは少し違うようです。これは密教における仏の

瞑想の基本的なパターンで、五鈷や独鈷は一種の

シンボルとして登場します。ここでは用いられま

せんでしたが、文字がシンボルとなる場合もあり

ます。仏そのものを瞑想するよりも、まずはじめ

に、その仏と密接な関係のあるシンボルを明瞭に

し、それを「転換」させて仏のイメージにすると

いうのが基本になっています。このような瞑想法

の背景には、宗教美術一般に見られる「聖なるも

のは形式化されて表現される」という考え方もあ

るでしょう。インドの初期の仏教美術における

「仏の象徴的表現」もそのひとつです。瞑想法の

パターンを考えた場合、全体から部分と、部分か

ら全体という二つの設定はおそらく有効です。観

経に説かれた前十三観は明らかに「部分から全

体」という方向性を持っています。シンボルから
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の瞑想も、おそらくこの方向に、わかりやすい

「きっかけ」を与え、段階的に整備したものだと

思います。これに対し、来迎を見るというような

体験は、むしろ直感的、受動的なもので、イメー

ジ全体がまとまって現れるはずです。来迎する阿

弥陀や菩薩たちをひとりずつ増やしていくという

ようなものでは、おそらくないでしょう。興味深

いのは、このような瞑想法の違いは、しばしば瞑

想の対称の持つイメージの違いにもなって現れる

ことです。「聖なるもののイメージ」は、それを

見るもののあり方に、かなり依拠するということ

ですが、これについては説明が長くなるので省略

します。 

 

浄土図は描かれているものひとつひとつとってみ

ると、そんなに違いがないようなのに、ちょっと

したバランスや視点の違いで、ずいぶん雰囲気が

変わっておもしろいです。清海曼荼羅は、観光地

等で売っている「金のしおり」のようだと思った

のですが、金、銀のみ使っていたんですね。 

中国に起源のある浄土図は、遠近法の素材として

もよく用いられます。われわれは一般にひとつの

視点から見た絵を描くように、小さいときから教

育されていますが、実際に美術史の中で取り上げ

られる絵画は、むしろさまざまな視点からみた形

を組み合わせて描かれるものの方が多いようです。

浄土図の場合、中央の阿弥陀と聖衆は正面から、

上段の楼閣は下から、下段の蓮池は上からという

3 つの視点から描かれることがしばしば見られま

す。視点の問題は、対称とどのように向き合うか

という問題になるので、宗教的な美術の場合、単

に描くものの視点という以上に重要な意味を持ち

ます。たとえば、真正面から仏に向かい合うとい

うことは、その仏とに対して自分がダイレクトに

働きかけることが暗示されています。逆に、叙景

的に描かれた浄土図は、すでに浄土や阿弥陀の観

想などから離れ、一種の風景画のように扱われて

いるのかもしれません。清海曼荼羅の特徴のひと

つが、描かれた主題ではなく、紺地に金銀泥で描

かれるという表現方法にあることは、いろいろな

ことを示唆します。日本の美術史上で、このよう

な描かれ方をした作品としては、空海にゆかりの

ある高雄曼荼羅（たかおまんだら）があげられま

す。唐から請来した金剛界と胎蔵界の 2 輻の巨大

な曼荼羅にもとづいて、紫綾紺地の絹に、金泥と

銀泥で描かれていますが、唐からの請来本は彩色

本であったので、あえてこのように描かせた理由

が謎なのです。寺院の内部に懸けられ、儀礼で用

いられるときの効果をねらったという説や、仏と

いう聖なるものを描くために金や銀を用いるとい

う説などがあります。高雄曼荼羅の他にも子島曼

荼羅（こじままんだら）という有名な両界曼荼羅

でも類似の手法が用いられています。清海曼荼羅

はこれらの密教の曼荼羅とは種類が異なりますが、

あえて同じ手法をとったことが注目されるのです。

その場合、清海が感得したという伝承も意味を持

つかもしれません。感得というのは、密教に特有

の仏のイメージ体験であるからです。 

 

 
9. 聖衆来迎図 

 

 
作ることのむずかしい当麻曼荼羅という話でした

が、なぜ、そのようなむずかしい技術を施して作

っていたのか気になりました。絵画ではだめだっ

たのでしょうか。作るのも修行のひとつだったの

でしょうか。 

当麻曼荼羅は絵の具を用いて描いた絵画ではなく、

綴れ織りの技法を用いた織物です。織物の歴史に

ついてはあまりよく知りませんが、絵画との決定

的な違いは持続性ではないかと思います。つまり、

絵画の場合、絵の具の褪色や剥落がかならず起こ

るのに対して、織物の場合、糸そのものが染めら

れているので、そのような問題から解放されます。

藍染めや草木染めなどが最近流行していますが、

実際に経験してみると、そのことがよくわかりま
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す。あるいは、千年以上前の正倉院の御物や、中

央アジアなどから出土した織物が、現在でも当時

の色をそのまま残していることも、テレビや展覧

会などでもよく目にします。ヨーロッパでもタペ

ストリーは、宗教絵画のひとつとして古くから発

展してきました。しかし、絵画とは異なり、織物

は縦糸、横糸 1 本 1 本を重ねていくことで、デザ

インを生み出すので、その労力はたいへんなもの

です。幾何学的な模様でもそうなのですから、ま

して、当麻曼荼羅のような複雑な図像を織り上げ

るのは、想像を絶する時間と、高度な技術が予想

されます。当麻曼荼羅が中国で制作され、日本に

請来されたという説があるのもそのためです。そ

の一方で、このような複雑なものであるからこそ、

一晩で織り上げたという奇跡譚も生じたのでしょ

う。蓮の糸を用いたという伝承も、その精妙さか

らきたと思われます（極楽の蓮池のイメージもあ

るのでしょうが）。 

 

「坐像か立像か」はどのように重要なのですか。

製作年代の前後と関わりがあるのでしょうか（来

迎会を行うようになると、坐像より立像である必

要ができたりするのですか） 

当麻曼荼羅の原本は当麻寺に伝わるもので、現存

する当麻曼荼羅はこれを転写していったものとさ

れますが、細部にはいろいろな違いがあります。

とくに九品往生の部分に現れる阿弥陀に坐像と立

像の二つのタイプがあることから、坐像を新図、

立像を古図と伝統的に呼んできました。もちろん、

製作の時期を意図した用語です。しかし、ややこ

しいことに、実際は坐像の方が古い形式、立像の

方が新しい形式であることが、来迎図との関係で

明らかにされています。このような混乱が生じた

原因は、原本の当麻寺の曼荼羅が、早くから下辺

の九品往生の部分を欠いていたためと考えられま

す。来迎図の中の阿弥陀が坐像から立像に変化し

たのは、本来極楽浄土の教主で、浄土図の主役で

あった阿弥陀が、わざわざ往生者を迎えにくると

いう場面に転用されたことによるようです。つま

り、浄土図の中で坐像で表されていた阿弥陀を、

そのまま坐像の姿で来迎させるよりも、立ってこ

ちらに向かってくるという、より積極的な姿勢を

とらせたのでしょう。その背景には来迎会のよう

な儀式もおそらく関係すると思いますし、今回取

り上げる臨終行儀も密接にかかわると思います。

山越え阿弥陀のような図像の誕生も、立像の阿弥

陀や臨終行儀からはじめて説明できるものです。

そのような点でも、当麻曼荼羅は日本の浄土教美

術の主役のひとつになるでしょう。 

 

上品上生のフルメンバーが迎えに来てくれるのを、

実際に人間が演じてみせる迎講は、ありがたいよ

うでいて、どこか滑稽にも見える。でも、当麻曼

荼羅をはじめ、浄土曼荼羅自体が、儀礼や説話的

要素を含み、人々が極楽浄土へのあこがれをリア

ルに感じることができるという具体的な絵である

ので、迎講もやはり人々がそういった具体的なイ

メージを思い浮かべるのに、とても有効な儀式で

あると思う。 

宗教美術の特質として、単に鑑賞を目的とするの

ではなく、儀礼や儀式などと密接な関係を持ち、

そのような場面で用いられる点があります。その

場合、芸術作品と呼ぶよりも、むしろ儀式の装置

や道具のひとつとしてとらえることができるでし

ょう。当麻曼荼羅も単に極楽浄土や観経の内容を

そこから知るのではなく、儀式の中で用いられ、

絵解きされることがもっとも重要な機能だったと

考えられます。演劇的、芸能的な性格を持つ迎講

は、それとはまた別の点で、絵画と儀礼を結びつ

けますが、さらに中将姫伝説という説話的な要素

が加わることが、文化史的にも重要でしょう。本

来、極楽浄土図というのは極楽世界をパノラマ的

に描いた景観図であって、そこには説話的な要素

は含まれません。しかし、観経の阿闍世王説話が

盛り込まれたり、十六観が加わることで、絵画と

しても変質していきます。迎講の誕生は、このよ

うな説話の力が絵画の外にまであふれ出したよう

な感じがします。そして、説話は演劇的な要素を

はらんでいますし、儀礼も一種のパフォーマンス

として、演劇や芸能と密接にかかわります。 

 

迎講の面は木製ということですが、相当重そうだ
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と思ってしまいました。視野も狭くなるだろうし、

練り歩くのはとてもたいへんそうだと、いらぬ心

配をしてしまいます。仏像をすぽっとかぶるのも

たいへんですね。動くことがそれほど重要であっ

たということでしょうか。 

迎講のお面はかなり現存していて、石川県でも重

要文化財に指定されているものがいくつかありま

す。私も以前、大分や福島で実際にさわってみた

ことがありますが、それほど重いものではありま

せん。木製ですが十分乾燥されていますし、きわ

めて薄く削られています。もちろん、縁日のセル

ロイドのお面ほど軽くはありませんが、ひもで縛

り付けて固定できる程度の重さです。能の面と似

たようなもので、実際、このような面を作る技術

は、両者で共有されていたようです。目のところ

に穴があいているだけなので、たしかに視界は狭

いのですが、ゆっくりした動き（お練りというぐ

らいですから）を行うのには問題ないでしょう。

寺院によっては、付き添いの人が手を持って歩く

場合もあるようです。阿弥陀象をそのままかぶる

のは、これとは違い、たしかにけっこう重そうで

す。しかし、お練りをしながら来迎するのは二十

五菩薩だけで、阿弥陀は本堂から縁まで少し移動

するだけだったようなので、それほどたいへんで

はなかったのでしょう。むしろ、それだけの移動

でも、見ている人にとっては「阿弥陀様がいらっ

しゃった」ということで、相当な演劇的効果をも

たらしたのではないかと思います。 

 

当麻曼荼羅が二百数十本にも展開していることは

すごいと思いました。複雑な展開をしたというこ

とでしたが、儀式の装置として使用されたことが

印象的でした。言い方は悪いのですが、「はやっ

たんだなぁ」と思ってしまいます。儀式がたくさ

ん行われたこともそうで、当麻曼荼羅を必要とし

た人がたくさんいたということがわかった気がし

ます。もちろん形式も大事だけど、形を変えても

人に何かを伝えたいという思いは一緒なんだなぁ

と、当たり前のことなのに感心してしまいました。 

当麻曼荼羅の流行は、平安から鎌倉にかけて活躍

した証空によるところが大きく、とくに彼の開い

た浄土宗西山派（せいざんは）で重視されたので

すが、たしかにその数は、他の浄土経曼荼羅と比

べて格段に大きいものです。当麻寺に伝わる原本

は縦横四メートルあまり巨大な作品ですが、実際

に流布したのはその四分の一や六分の一の大きさ

のもので、いわば縮小コピーのようなものです。

それぞれの作品の特徴や製作に関する伝承などか

ら、いくつかの系譜がたどれるようですが、網羅

的な研究はそれほど進んでいないのが実状です。

ちょうど、文献の写本がいくつも現存していて、

写し間違いなどから写本の系譜(geneology)をたど

るような作業を行うようです。けっこうおもしろ

いと思うのですが。 

 
 

10. 山越阿弥陀と臨終行儀 

 
 

聖衆来迎図はとても秩序だって描かれているので

すね。二十五菩薩のフルメンバーの絵と、あとは

切り取った阿弥陀三尊とか…、今度から見るとき

にわかりやすくなりました。高野山の大きな聖衆

来迎図はぜひ一度生で見てみたいです。迫力あり

そう。なんか映画館の3Ｄ映像がこちらに向かっ

て飛び込んでくるようなイメージがあります。 

来迎図は日本の浄土教美術の中でもとくに重要な

位置を占めますが、描かれている人物（仏や菩

薩）が画家の裁量ではなく、しっかりした約束事

にもとづいていることは、あまり知られていない

ようです。高野山の聖衆来迎図はそのような伝統

の中で生み出されたもので、来迎図のひとつの頂

点を形づくっています。一昨年から昨年にかけて

日本を巡回した「空海と高野山展」で、めずらし

く高野山以外でも聖衆来迎図が公開されましたが、

これからしばらくは見ることはむずかしいかもし

れません。高野山の霊宝館でも通常は収蔵庫にし
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まってあります。ときどき、大正時代の模写が展

示されていることもあります。 

 

阿弥陀聖衆来迎図で、阿弥陀だけ風で衣がたなび

いてないという点は、「阿弥陀だけ格が違うので、

現実の（物理的な、あるいは俗な）風を受けな

い」などと妄想をふくらませてしまいました。阿

弥陀こそまさに浄土（異世界）へと通じる鍵とな

る存在であり、その一点は他の一切と隔絶された

格（次元）の違う部分なので、風を受けないこと

でそれを強調したとか。 

いろいろ解釈が可能と思います。来迎図で衣や旗

が風にたなびいている様子が表されるのは、来迎

がきわめてすみやかに起こることを、おそらく表

しているのでしょう。画面の中に往生者も描くこ

とで、「あの世」から「この世」へのすみやかな

到来と帰還がさらに強調されます。知恩院の早来

迎は、雲なども加えることで、それを極端なまで

にすすめた形です。来迎の中で阿弥陀を別格とす

るという考えは、高野山の聖衆来迎図で阿弥陀の

みが金色に描かれていることにも通じます。また、

阿弥陀は来迎にはやってきますが、実際に往生者

を迎えるのは二菩薩です。仏が実際に活動するの

ではなく、その分身のような菩薩がかわりに行う

という考え方も、阿弥陀を特別視することに通じ

るかもしれません。その一方で、坐像であった阿

弥陀が立像になり、さらに今回取り上げる二河白

道図のように、阿弥陀のみが来迎の場面に登場し、

実際に往生者を迎えるというモチーフも現れます。

このような変化も浄土教美術の興味深いところで

す。 

 

今日の来迎図には奏楽菩薩がよく登場してきまし

た。彼らがいることで来迎がより華やかになる印

象を受けます。彼らが何を演奏してくれるのかが

気になります。また持っている楽器は決まってい

るのでしょうか。 

奏楽菩薩は、もともとは浄土図の中に現れます。

阿弥陀の前に広がる蓮池の中に島を作り、そこで

楽器を演奏する菩薩や踊りを踊る菩薩がいました。

敦煌の作品の中で紹介しましたが覚えているでし

ょうか。来迎図に現れるのも彼らで、わざわざ出

張しているようなものです。演奏している曲

（？）が何であったかはわかりませんが、当時の

人は何らかのイメージを持っていたことでしょう。

迎講のような儀式で特定の曲が、いわばＢＧＭと

して演奏されることがあり、それが参考になるか

もしれません。持っている楽器についてはおおむ

ね何であるかはわかっているようです。有名なも

のとしては、次回取り上げる平等院鳳凰堂の雲中

供養菩薩がそれぞれ固有の楽器を持っています。

可能であれば、そのときに少しくわしくみたいと

思います。 

 

有志八幡講の聖衆来迎図は、少し気味が悪く感じ

られました。というのも、色が青白く、唇が妙に

赤いところや、先生がおっしゃったように冷たい

感じ（人間味がない）だからです。これはスライ

ドだからでしょうか。本物を直接見れば、少しは

ありがたく感じるのでしょうか。 

スライドの色がオリジナルとは異なることは、若

干あると思います。印刷物から複写したものです

から、印刷の時点でも違いができます。しかし、

作品から受ける印象というのはそれほど異なるも

のではないと思いますので、冷たい感じはおそら

く正しい印象なのではないかと思います。この作

品は、来迎図というばかりではなく、日本の仏教

絵画の中でも最高峰に位置づけられるものですが、

わたしもオリジナルをはじめてみたときは、どこ

かなじめないものを感じました。ルネッサンスの

有名な画家で、「春」や「ヴィーナスの誕生」で

知られるボッティチェルリに「神秘の降誕」とい

う絵がありますが（ロンドン・ナショナル・ギャ

ラリー所蔵）、これを連想しました。この絵には

天使が輪舞している様子が含まれるのですが、少

しも人間的な暖かみが無く、「氷点下の踊り」な

どと評されています。 

 

授業に関係はないのですが、先生が「霊能力はあ

ります」とおっしゃったことに驚きました。どう

いったことを根拠として、そのようおっしゃって

いるのでしょうか。 
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別に根拠はなく、なんとなくそのように思ってい

るというぐらいです。私は密教を専門としていま

すが、あまりオカルト的なことは好きではなく、

神秘体験や精神世界というものにも興味がありま

せん。ましてや、水子のたたりとか守護霊とかは、

いたずらに人を不安にするだけのものだと思って

います。しかし、これまでに見てきた人の中には、

病気を治す能力のある人や予知能力のある人など

がいました。いずれも合理的、科学的な説明がで

きないものです。霊能力ということばがあまりよ

くない印象を与えるとすれば、「超自然的能力」

とでも呼ぶべきかもしれません。なお、私自身は

残念ながらそのような能力は持ち合わせていませ

ん。 

 

 

11. 六道絵と二河白道図 
 

 

悟りの道から呼び戻そうとするお坊さんの絵が印

象的でした。宗派による対立というと、カトリッ

クとプロテスタントのことを昔習ったけれど、仏

教でもあるものなんですね。 

「二河白道図」の中で、悪人としての僧侶の姿が

現れるのは、前回取り上げた光明寺本だけのよう

です。香雪美術館本をはじめとするほとんどの二

河白道図では、呼び戻す悪人は俗人の姿となって

います。いわゆる鎌倉新仏教が登場したときは、

旧仏教やそれと結びついた体制側からはげしい弾

圧があり、法然や親鸞、日蓮などが流罪になって

います。弾圧された側からの反発も当然強かった

ようで、とくに日蓮が他宗派をきびしく弾劾した

文言などは有名です。仏教美術を正しく理解する

ためには、単に仏教に関する知識だけではなく、

その作品が生まれた社会状況を考慮に入れなけれ

ばならない格好の事例です。 

 

臨終行儀は死ぬ間際に行ったのでしょうか。絵の

中には、ずいぶん元気そうな人もいたので、本当

に死ぬの？と思ってしまいました。死ぬ寸前の人

には少し見えないです。死ぬ間際には絵を見たり、

仏を念じたりできるのでしょうか。それとも、2、

3日が山だなぁと思うときに早めに行儀を行って

おくのでしょうか。 

絵の中に描かれている臨終の人物が、あまりその

ように見えないというのはたしかにそうですね。

絵巻を描いた絵師が、苦しんだり、衰弱している

臨終者の姿を描くことは、地獄絵のような作品が

あることを考えれば、別にそれほどむずかしくは

なかったと思います。それにもかかわらず、臨終

の人物が健康な？姿をしているのは、それが来迎

の場面と結びついているからでしょう。つまり、

臨終行儀で見事に来迎を実現させたような人物は、

死の間際で苦しんだりはしないという一種の思い

こみがあると思います。絵に描かれているのは必

ずしも現実の姿ではなく、フィクションのような

ものなのでしょう。死ぬ間際に「正しく」臨終行

儀を行えたかどうかもよくわかりませんが、その

場合でも取り乱すことがないように二十五三昧講

のような協力体制があったはずです。また、早め

にやった場合もあったかもしれませんが、実際に

いつ亡くなるかは、本人はともかく、まわりにい

る人たちもはっきりとはわからないわけですから、

早くなったり、遅くなったりすることもあったで

しょう。なお、前回のレジメにあげておいた以下

の論文には、明恵という有名な真言の僧侶が臨終

行儀を行った様子がくわしく紹介されています。

それによると、亡くなりそうだったので臨終行儀

を行ったが、もう少し亡くなるまでは時間があっ

たので、もう一度行ったことなどが伝えられてい

ます。明恵は浄土系の僧侶ではなく、密教なので

すが、それでも臨終行儀を行っていることも興味

深いところです。彼は熱心な弥勒信者だったため、

阿弥陀の来迎ではなく、弥勒の来迎があったそう

です。 

三宅守常 1999 「中世の臨終行儀と明恵」『大

倉山論集』44: 1-40。 
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地獄極楽図屏風は「なるほど！そして凝ってるな

ぁ」と思いました。よく見ろとやっぱりおもしろ

いです。臨終する人がパッと見たら、赤い炎なん

かがどうしても怖いだろうと思ってしまいますが

（私だったら怖い）もともと自分が救われている

と信じることができていれば大丈夫なんですね。

そんな教えが広まっていったのもまたおもしろい

です。ところで、現代の人は「死」を怖れても

「地獄」を怖れる感じではないように思います。

いろいろな理由があるとは思いますが、私もとき

どき仏様に手を合わせるだけで何となく安心して

います。これは良いことか悪いことか…「浄土教

の現在」という感じでなかなか興味深いです。 

金戒光明寺の地獄極楽図屏風は、浄土図、往生図、

地獄図がすべてまとまって描かれていることと、

それと組みになる山越阿弥陀があることが注目さ

れています。最近の研究では授業で紹介したよう

なとらえ方が提唱されていますが、じっさいに記

録が残っていたりするわけではないので、あくま

でも推測の域を出ません。授業でも紹介している

加須屋氏は、臨終者のみが見るのではなく、その

まわりの人々にとってもこれは重要な絵画である

ということを強調しています。つまり、死者を見

守る人々にこそ、その救済がたしかであると信じ

られることが重要だったのです。加須屋氏はそれ

を「看取り」ということばでとらえています。現

代人にとって、地獄への恐怖心が希薄であるとい

うのはたしかにそうですね。死を恐怖の対象とし

てとらえることと、これは連動しているような感

じもします。最近は少し取り上げられることが少

なくなりましたが、かつて脳死（さらに臓器移

植）に関する論議がさかんだった頃、現代の日本

人は死を否定的にしかとらえることができず、苦

や消滅というイメージが強いというものがありま

した。これに対し、たとえばインドなどでは輪廻

転生を人々が実際に信じているので、死はけっし

て生命の終わりではなく、ひとつの区切りにすぎ

ないというような話が紹介されていました。地獄

の存在が信じられれるというのは、それ以外の死

後の世界も同じように信じられているからで、そ

れが死の恐怖を和らげることにつながるのかもし

れません。しかし、戦争や飢餓、虐殺などを繰り

返してきた近現代を経験した人類は、もはやこの

世の外に地獄を想像する必要がないという見方も

あるでしょう。 

 

「六の宮の姫君」について、以前から疑問だった

のですが、「きわめて楽しみも悲しみもない人生

を送った姫君は、死後、浄土はおろか地獄に行く

こともできず、あてどなくさまよう浮遊霊となる

ことしかできなかった」という解釈をよく聞きま

す（「精一杯生きず、運命に流されるまま受動的

に生きて、死後もやはり主体性なくふらふらただ

よう霊となった」という考え方です。個人主義と

かアイデンティティとかの観点からすれば、現代

的なストーリーといえましょうか）。しかし、仏

教のめざす「悟り」とは「心の平安」だとすれば、

極端な喜怒哀楽なくすべてを受け容れていき、死

んでいく姫君の生き方は、往生に値するのではな

いでしょうか。「近代的、日本的な、あるいは芥

川的な「幸福」（浄土）のとらえ方はこういうも

のだ」といってしまえば簡単ですが…。 

先週、別の授業（「仏教文化論」）の準備のために、

『今昔物語集』の観音菩薩関連のところ（第十六

巻）を読んでいたら、「六の宮の姫君」のような

話がたくさん出てきました（もちろん、芥川は

『今昔』を使っています）。観音の功徳や霊験を

説く物語ということで、主人公が女性であること

が多く、貴族の両親が死んでしまい、没落すると

いうパターンが大半でした。それを読むと、女性

たちがいかに主体性がないかということがよくわ

かります。尋ねてきた男性と成り行きで結ばれて、

幸運をつかむ、あるいは災厄から逃れる、それは

観音菩薩の御利益であるというのが、ほとんどで

す。今昔の作者や読者は、このような女性像がむ

しろ理想的であったのでしょう。しかし、同じよ

うな境遇の女性を主人公としながら、芥川はまっ

たく違う結末とします。つまり、最後の臨終の場

面で、極楽を表す蓮華や地獄を表す火の車などを、

主人公に一瞬見せたあと、「あとは真っ暗なとこ

ろをただ風が吹いているのしか見えない」という

状況で絶命させます。日本人にとっては、極楽は
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ともかく、たとえ地獄であっても、自分が予想し

ているものであれば、むしろ救われるのかもしれ

ませんが、そのいずれでもないところというのは、

耐え難い恐怖だったのではないでしょうか。主人

公の主体性というよりも、芥川にとっての死や運

命がいかなるものであるかが感じられます。「浮

遊霊」を暗示するような「六の宮の姫君」の後日

譚は、むしろ余計な部分のような気がします。い

ろいろな解釈が可能であると思いますが…。 

 

山はたしかに日常的な風景でありながら異界であ

るという「身近な異界」であると思います。その

中に阿弥陀仏という聖なる、超越的存在がふっと

現れると、意外な感じがします。それは仏を身近

に感じるからかもしれませんし、そうした身近な

ところに異物が現れてぎょっとする不気味さのせ

いかもしれません。身近な日常の中にふっと現出

する非日常とは、良くも悪くも幻想的であり、そ

ういう意味では妖怪なんかに近いかもしれませ

ん…（実際、ダイダラボッチとか、似たような性

質の巨人妖怪もいます）。 

ダイダラボッチのような妖怪としてとらえるのも

おもしろいですね。日本のあちこちには山に立て

られた巨大仏がありますが（近くのものでは加賀

温泉駅の北側にも金色の観音があります）、これ

もその流れを汲むものかもしれません。それはと

もかく、「異界としての山」というのが「山越阿

弥陀」を読み解くキーワードであり、それは来迎

図が阿弥陀などの背景として山岳を描くようにな

ったこと（たとえば早来迎）と関係を持つことは、

授業の中で紹介したとおりです。また「山越阿弥

陀」が月とも関係することも少しふれました。密

教の瞑想にある「月輪観」が、阿弥陀の観想と結

びついているということです。実際、地平線の近

くの月は驚くほど大きく見え、山を背景とするそ

のイメージは、山越阿弥陀ときわめてよく似てい

ます。さらに、平安時代や鎌倉時代の人々にとっ

て「月」がもつイメージも重要となるでしょう。

月は単なる天体ではなく、たとえば真理を表すも

の、あるいはそれを見る人の心を映し出すものと

いうとらえ方があったのかもしれません。このあ

たりは仏教よりも文学の方からいろいろアプロー

チが可能ではないかと思います。  

 

「死」を儀式化することで、悲しみを忘れるとい

う側面もあるのかなぁと思いました。来迎にして

も「死」というのを祝福している気がしました。 

そういうところもあるでしょう。それは死者のた

めというよりも、むしろ残された者たちにとって

重要なプロセスだったはずです。現代でも葬儀や

法要という儀式が死に続いて行われるのは、死者

を悼むだけではなく、残されたものが心理的、あ

るいは社会的に何らかの「救い」となるからです。 

 
 

12. 平等院鳳凰堂と浄土教の建築 

 
 

※今回は最終回なので、全体を通した感想なども

いくつか見られました。カードに書いていただい

たものを、原則としてすべて掲載し、私のコメン

トや回答は最小限にとどめました（一部、掲載を

希望しない方のものは掲載していません）。その

かわりに、はじめに少しまとめたコメントを付け

ておきます。 

 授業の方は一応、当初予定していたテーマを何

とか終わらせましたが、最後の平等院鳳凰堂はや

はりずいぶん駆け足になってしまい、かんじんの

九品往生図や雲中供養菩薩をゆっくり紹介するこ

とができませんでした。また、最後の10分ぐらい

でお見せするつもりだった「総集編」のスライド

も、時間がなくて断念しました。一番最初の時間

にお見せした「浄土教美術の諸相」に、少し手を

加えたもので、とくに新しいスライドはないので

すが、授業全体をふりかえることができなかった

のは残念でした。同じスライドでも、学期のはじ
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めと終わりではずいぶん印象が異なるはずで、こ

の授業で新しく得られた知識をそこで確認してい

ただこうと思ったのですが…。授業でも紹介した

ように、スライドはすべてPowerPointで作成して

いますので、見ることができる人には、ぜひ入手

してほしいと思います。 

 浄土教美術は日本の仏教美術の中のひとつの大

きな流れです。それは中国、中央アジア、さらに

インドにまでさかのぼることができますし、日本

の中では密教や修験道の美術や、絵巻物、地獄絵、

六道絵などとも関係を持ちます。平安後期の末法

思想の流行とともに、さまざまな浄土教美術が生

まれ、平安末から鎌倉期にいたり、多様な展開を

示すことも、興味深い点です。授業ではこれらの

流れを追いながら、主要な作品の紹介と、その位

置づけ、意義などを明らかにするようにつとめま

した。とくに、浄土図、当麻曼荼羅、来迎図、往

生図、山越阿弥陀、二河白道図などの浄土教の絵

画に見られるつながりと変容は、その背景となる

浄土教の変質や、さらには日本人の他界観、往生

観の変化をも示すものとして、私自身も強く興味

を引かれました。 

 作品の紹介に多くの時間を使った分、その背景

となる仏教の教えや、あるいは社会情勢などにつ

いての説明が不十分だったと思います。この点は、

私自身の勉強不足もあり、反省しています。少な

くとも、作品が直接、典拠とする文献の内容を、

授業の中で確認しておくことと、平安時代と鎌倉

時代の仏教史をもう少し体系的に説明する時間を

作っておくべきでした。これらの点に留意して、

将来のために少しずつ改善を加えていきたいと思

っています（来年度は別のテーマの授業の予定で

すが）。 

 

二河白道図を見てると、まさに今でもわたしたち

が怖がったりするものがあり、現在と昔の根本的

なものがあまり変化していない証拠なようにも思

いました。平等院鳳凰堂が浄土教と密教の融合的

なモニュメントということにおもしろいと感じた

し、何というか今まで感じていた仏教というもの

の違う側面が見れた気がしました。 

六道絵の人道不浄相を順に見ていくと、あぁ、人

間はこういうふうに腐るのかあと、素直に納得し

てしまいました。昔（当時）の人々も、こんなふ

うに思ったのでしょうか。平等院には一度行って

みたいと思ったのですが、本尊はいつ頃帰ってく

るのでしょうか。 

平安時代には京都の町の中に死体がごろごろして

いたようです。当時の人々にとっては見慣れた光

景だったかもしれません。鳳凰堂の阿弥陀如来坐

像については、平等院のホームページによれば、

今年の7月まで鳳凰堂内部拝観停止とあるので、

少なくともそれまでは帰ってこないようです。 

 

二河白道図は構図がわかりやすくておもしろかっ

たです。真言僧を悪役にしてしまったのには驚き

ました。平等院が浄土教と密教が混ざり合ってい

るとは知らなくて意外でした。きれいなので、ぜ

ひいってみようと思いました。 

このほかに、大分県の富貴寺大堂も、浄土図を中

心としながら、密教の仏たちを柱などに描いてい

て、当時の仏教の複合的な性格を表す例として知

られています。 

 

平等院鳳凰堂の写真を何枚か見て、今までのイメ

ージが少し変わった。10 円玉に描かれたものなど

を見て、相当豪華なものを想像していたのだが、

案外質素なもので驚いた。 

 

平等院の構造は立体マンダラみたいですね。ネパ

ールとかにもそれに似た寺院があったような…。

解説を聞いてて、たしかに「あぁ密教だ」と思い

ました。 

 

自分は平等院鳳凰堂に行ったことがなく、10 円玉

のイメージしかなかったので、内部の図とかは何

か新鮮でした。また、鳳凰堂が浄土教と密接な関

係があるということで、お金を持ち歩く自分たち

は浄土教に普段から接しているのだなぁーと思い

ました。 

単なる「つっこみ」ですが、べつにお金に描いて

いるからといって、樋口一葉の小説や福沢諭吉の
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思想に接しているわけではないと思うのですが…。 

 

去年は三度も宇治に行ったので、宇治駅や駅前の

スライドに見覚えがありました。平等院鳳凰堂は

宇治川沿いの道を通ったときに、裏側を眺めただ

けだったので、内部の構造等が見られてよかった

です。が、実際に見ておきたかったと思いました。 

やはり 10 円玉の裏側に常にあるだけあって、平

等院鳳凰堂って奥が深いんだなぁと思った。浄土

教だけじゃなく、密教の要素も含んでいて、もの

すごく興味がわいてきた。浄土教美術だけ取り上

げても、複雑でいて、それでもきちんと秩序のあ

る構成なんだと改めて思った。 

 

「プロがとった」という写真、近い地点からぐっ

と引いてとったのではないでしょうか？影のでき

かたがものすごく左右に広がっている気がするの

ですが。 

少なくとも私よりは近くでとっているようです。

でもそこは池なのですが…。少し、高い視点から

とっているようなので、足場を組んでいたかもし

れません。 

 

数々のグロテスクな写真にびっくりした。 

 

中品中生図（平等院）などの説明で、先生が「落

書き」といっていた、あれは本当に落書きなので

すか。平等院の浄土教、密教の融合を見ていると、

なんていうか、程良いセンスを感じた。それは、

極楽浄土に対する熱についても、世界観の厚みに

関しても言える気がする。余裕というか。 

本当に落書きです。とくに江戸時代の文化文政あ

たりのものが多いようです。見ると痛ましいばか

りです。 

 

手を挙げそこねていましたが、平等院は中学生の

頃、一回、おととし友人と一回見に行っています。

九品往生図なども見ましたが、何が描いてあるの

かわかりませんでした。印象に残っているのは雲

中供養菩薩ですが、「雲に乗っててかわいい」と

か「何か演奏している」という程度の認識でした。

当麻曼荼羅の時も同じことを思ったのですが（当

麻寺に見に行ったことがあります）仏教美術は鑑

賞の前提となる知識が必要になるのに、私にはそ

れがほとんどありません。もっと本を読むなりし

て授業にのぞむべきでした。いろいろ自分で勉強

しなければと思いました。とはいえ、おもしろい

絵などたくさん見ることができて半年間楽しかっ

たです。 

ぜひ、いろいろ勉強して、自分の専門にも生かし

て下さい。私の授業は仏教の専門家を養成するた

めのものではなく、仏教を素材としながら、文化

のさまざまなあり方を伝え、その魅力を知っても

らうことなので、少しでも刺激になればよかった

と思います。 


